
会場入場またはオンライン視聴でご参加を

会場周辺の地図→

会場は20名さままで
の予約参加制です。
オンライン参加は、
当院ホームページ
にて受講方法を
ご確認ください。

ふれあい
鶴見ホスピタル

新子安駅
首
都
高
速 京急線

子安台
公園

池
谷
戸

JR

1

ふれあい鶴見ホスピタル
☎045-586-1717（代表）
横浜市鶴見区東寺尾４ｰ４ｰ22

お問合せ・ご予約

　認知症は脳の病気です。当院で行なっ
ている認知症検査では、MRIを使って画像
診断などを実施しています。講座では、脳
神経外科・石井副院長のお話のほか、診
療放射線技師による「わかりやすい放射線
講座」もありますので、是非お聞きください。

認知症診断にかかせない！ＭＲＩ検査ってどんな検査？

参加無料参加無料
医学講座

会場：ふれあい鶴見ホスピタル １階 会議室

オンラインで
自宅視聴も！

12月15日（水）
13：00~14：00

日 時 講 師
ふれあい鶴見ホスピタル  
石井 映幸 副院長

会場入場またはオンライン視聴でご参加を

会場周辺の地図→

会場入場時には、
　・マスク着用
　・検温
　・手指消毒
をお願いします。

※３密を回避するため、
　定員を設けています。

会場へのご参加は事前予約された
１０名さまに限ります。

大通り公園

地下鉄 関内駅
横浜

スタジアム

首都高速

横浜公園

横浜文化体育館

関内駅

ふれあい
横浜

ホスピタル
地下鉄
伊勢佐木
長者町駅

ふれあい横浜ホスピタル
☎045-681-5101（代表）
横浜市中区万代町２ｰ３ｰ３

お問合せ・ご予約

　きれいな肌になるために、講座では、顔
や皮膚における老化のメカニズムを説明し
ます。そして、「若返り」を目指すための医
療について、わかりやすく説明します。

きれいな肌を取り戻そう！
～しみ、しわ、たるみ、いぼ、ほくろ
    　　　　　　　をどう治すか～

参加無料参加無料
医学講座

会場：ふれあい横浜ホスピタル ２階 会議室

オンラインで
自宅視聴も！

12月27日（月）
14：00から

日 時 講 師　　　 形成・美容外科
開田 恵理子
　　　　　　　医師

特別優待など
各種サービスが
受けられます

検索ふれあい健康友の会

健康友の会

入会 年会費 無料

　

介
護
保
険
に
関
す
る
相
談
を
受
け
て
い
る

「
ふ
れ
あ
い
鶴
見
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」

で
、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。

の
下
で
、
利
用
者
さ
ま
の
立
場
に

な
り
、
寄
り
添
っ
た
介
護
プ
ラ
ン

を
作
成
し
て
い
ま
す
。

　
Ｑ
．
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
時
に

心
掛
け
て
い
る
こ
と
な
ど
を
、
教

え
て
く
だ
さ
い
。

　

Ａ
．
要
介
護
認
定
を
受
け
た
方

や
ご
家
族
か
ら
、
相
談
内
容
を
よ

く
お
聞
き
し
、
適
切
に
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う

に
、
最
適
な
プ
ラ
ン
を
立
て
る
こ

と
を
心
掛
け
て
、
関
係
機
関
へ
連

絡
・
調
整
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

面
談
時
に
、
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が
本

当
に
適
し
て
い
る
の
か
を
考
え
な

が
ら
お
聞
き
す
る
こ
と
で
、
適
切

な
サ
ー
ビ
ス
や
機
関
を
探
し
、
利

用
者
さ
ま
に
ピ
ッ
タ
リ
の
「
訪
問

介
護
」
や
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
」
な
ど
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
、
尽
力
し
て
お
り
ま
す
。

と
で
し
ょ
う
。
そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト

す
る
の
が
、「
居
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
」
や
「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」

で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
要
介
護
認
定
を
受

け
た
「
要
介
護
者
」
や
そ
の
家
族

か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
、
介
護
保

険
サ
ー
ビ
ス
が
適
切
に
利
用
で
き

る
よ
う
に
プ
ラ
ン
を
立
て
、
関
係

機
関
と
連
絡
を
と
っ
て
く
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
ど
の
サ
ー
ビ
ス
が

適
し
て
い
る
か
を
判
断
し
、
利
用

内
容
を
調
整
し
て
く
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
利
用
者
さ
ま
と
月
１
回

面
談
（
自
宅
へ
訪
問
）
を
し
て
、

心
身
の
状
態
や
、
困
っ
て
い
る
こ

と
な
ど
を
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
て
い

き
ま
す
。介
護
保
険
の
疑
問
点
も
、

そ
の
際
に
受
け
答
え
す
る
な
ど
、

「
頼
れ
る
ケ
ア
マ
ネ
」
を
目
指
し

て
お
り
ま
す
。

◆
介
護
保
険
の
お
困
り
事
や
介
護

サ
ー
ビ
ス
変
更
の
ご
相
談
は
、

「
ふ
れ
あ
い
鶴
見
居
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
」
へ
お
電
話
を
。

☎
０
４
５・５
８
６・１
７
１
７
㈹

や
、「
介
護
な
ん
て
先
の
話
。
自

分
に
は
関
係
な
い
」
と
考
え
て
い

る
人
は
、意
外
に
多
い
よ
う
で
す
。

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
や
っ
て

　

介
護
が
必
要
に
な
る
可
能
性

は
、
誰
に
で
も
あ
り
ま
す
。
い
ざ

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
よ
う
と

し
た
時
に
、
ど
の
く
ら
い
利
用
で

き
る
か
や
、
自
分
に
あ
っ
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
ど
う
や
っ
て
見
つ
け

れ
ば
い
い
の
か
な
ど
、
一
度
に
自

分
で
解
決
す
る
の
は
、
難
し
い
こ

　
Ｑ
．「
ふ
れ
あ
い
鶴
見
居
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
を
行
な
っ
て
い
る
の

で
す
か
？

　

Ａ
．
介
護
相
談
を
受
け
た
り
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
機
関
と
の
調
整
な

ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
が
、
メ
イ

ン
と
な
る
の
は
、
介
護
保
険
を
利

用
す
る
際
の
計
画
書
と
な
る
「
ケ

ア
プ
ラ
ン
」
の
作
成
で
す
。

　

私
た
ち
は
、「
人
を
尊
び
、
命

を
尊
び
、
個
を
敬
愛
す
」
の
理
念

　

日
本
の
全
人
口
の
約
３
割

（
29
．
１
％
）
が
、「
高
齢
者
」
と

な
っ
た
今
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
重

要
性
は
ま
す
ま
す
高
く
な
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、「
介
護
保
険
制

度
」
を
よ
く
理
解
し
て
い
な
い
人同センターのケアマネジャー

「
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
」「
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
」

初
め
て
の
介
護
保
険
に
頼
れ
る
味
方

ふ
れ
あ
い
鶴
見
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

心
地
良
い
ベ
ス
ト
な
介
護
プ
ラ
ン
を
提
供

ケアプラン

家で介護を受けたい

時々、施設に通いたい

送迎がなくては困る
相談

反映

ふ
れ
あ
い
横
浜
ホ
ス
ピ
タ
ル

メ
ス
の
入
れ
方
一
つ
に
も
、専
門
技
術
を
駆
使

形
成・美
容
外
科　
開
田
恵
理
子 
医
師

〜
意
外
と
知
ら
な
い
診
療
科
の
違
い
〜

形
成
外
科
と
整
形
外
科
、治
療
観
点
の
特
徴

　
「
整
形
外
科
」
は
、
主
に
、
体
の
骨
や
筋
肉
、
筋
な
ど
の
機
能
を
改
善
さ
せ
る

診
療
科
、「
形
成
外
科
」
は
、
体
の
変
形
や
欠
損
な
ど
の
正
常
化
を
目
指
す
こ
と

に
特
化
し
た
診
療
科
で
す
。
二
つ
の
診
療
科
目
の
特
徴
を
紹
介
し
ま
す
。

　

関
内
駅
ま
た
は
伊
勢
佐
木
長
者
町
駅
か
ら
徒
歩
３
分
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
横
浜

ホ
ス
ピ
タ
ル
」
に
は
、
形
成
・
美
容
外
科
が
あ
り
ま
す
。
担
当
の
開
田
恵
理
子
医

師
＝
12
月
27
日
㈪
に
医
学
講
座
を
開
催
＝
に
よ
る
治
療
の
お
話
を
紹
介
し
ま
す
。

　
「
形
成
外
科
」
と
い
う
診
療
科

に
つ
い
て
、
よ
く
知
ら
な
い
人
が

多
い
よ
う
で
す
。「
整
形
外
科
」

と
似
て
い
る
こ
と
が
、
影
響
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
（
開
田
医
師
）「
同
じ
よ
う
な

『
傷き
ず
』
で
も
、
す
ぐ
治
る
時
と
、

そ
う
で
は
な
い
時
が
あ
っ
た
り
、

き
れ
い
に
治
る
場
合
と
、
傷き
ず
あ
と痕

が

残
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
の

を
、
皆
さ
ま
は
き
っ
と
経
験
し
た

こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
細
胞
レ
ベ
ル
で
起

こ
っ
て
い
る
内
容
が
、
違
う
こ
と

骨
や
神
経
の
機
能
改
善

　
　
　
　
　
　
　
▼
▼
整
形
外
科

が
影
響
し
て
い
る
の
で
す
」

　
︱
︱
︱
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
考

え
な
が
ら
、
治
療
を
行
な
っ
て
い

る
の
で
す
か
？　

　
「
は
い
。
当
院
（
ふ
れ
あ
い
横

浜
ホ
ス
ピ
タ
ル
）
の
形
成
外
科
の

手
術
で
は
、
傷き
ず

を
治
そ
う
と
す
る

細
胞
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
（
＝
イ
コ
ー
ル創
傷
治

癒
）
を
、
で
き
る
だ
け
正
常
に
近

づ
け
る
よ
う
に
、
常
に
心
掛
け
て

お
り
ま
す
。

　

傷き
ず
の
方
向
や
、メ
ス
の
入
れ
方
、

さ
ら
に
は
、
糸
の
種
類
、
縫
い
方
、

ガ
ー
ゼ
の
当
て
方
、
抜
糸
を
し
た

後
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
ま
で
、
一
つ

ひ
と
つ
を
工
夫
し
な
が
ら
、
行

な
っ
て
お
り
ま
す
」

　

︱
︱
︱
形
成
外
科
の
対
象
は
、

ど
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
？

　
「
取
り
扱
っ
て
い
る
疾
患
は
、

体
の
表
面
の
あ
ら
ゆ
る
範
囲
に
及

び
ま
す
。
例
え
ば
、
生
ま
れ
つ
き

や
手
術
後
の
変
形
、
皮
膚
の
で
き

も
の
、
ま
ぶ
た
、
け
が
、
顔
の
骨

折
、
や
け
ど
、
床
ず
れ
や
難
治
性

潰
瘍
な
ど
が
あ
り
ま
す
」

　
︱
︱
︱
診
療
科
に
「
美
容
」
が

つ
い
て
い
る
の
は
な
ぜ
で
す
か
？

　

整
形
外
科
で
は
、
体
の
芯
に
な

る
骨
・
関
節
な
ど
の
「
骨
格
系
」

　
「
当
院
で
は
、
機
能
面
だ
け
で

な
く
、
見
た
目
も
美
し
く
治
す
と

い
う
観
点
を
も
ち
、
自
費
診
療
の

『
美
容
』
の
治
療
も
、
形
成
外
科

の
大
事
な
一
分
野
と
考
え
て
い
る

か
ら
で
す
（
美
容
手
術
は
行
な
っ

て
お
り
ま
せ
ん
）。

　

当
院
で
行
な
っ
て
い
る
治
療
に

は
、
医
療
レ
ー
ザ
ー
を
使
っ
た
シ

ミ
・
イ
ボ
・
く
す
み
、
ム
ダ
毛
に

関
す
る
内
容
の
ほ
か
、シ
ワ
に
は
、

ヒ
ア
ル
ロ
ン
酸
や
ボ
ト
ッ
ク
ス
注

射
が
あ
り
ま
す
。
化
粧
品
も
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。〈
注・自
費
診
療
あ
り
。〉

　

皆
さ
ま
が
よ
り
美
し
く
、
快
適

に
過
ご
せ
る
よ
う
に
、
力
を
尽
く

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
」。　
　
　
　
　
　

取
材
協
力

と
、
そ
れ
を
取
り
囲
む
筋
肉
や
そ

れ
ら
を
支
配
す
る
神
経
系
か
ら
な

る
「
運
動
器
」
を
、
機
能
的
に
改

善
さ
せ
る
こ
と
を
重
要
視
し
て
、

治
療
を
行
な
っ
て
い
く
外
科
の
領

域
で
す
。
体
の
土
台
骨
と
も
い
う

べ
き
背
骨
や
骨
盤
、
四
肢
が
、
主

な
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

背
骨
と
脊
髄
を
扱
う
「
脊
椎
外

科
」、
上
肢
が
対
象
の
「
手
の
外

科
」「
肩
関
節
外
科
」、
下
肢
を
専

門
と
す
る
「
股
関
節
外
科
」「
膝

関
節
外
科
」「
足
の
外
科
」、ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
け
が
や
障
害
に
対
す
る

「
ス
ポ
ー
ツ
医
学
」
な
ど
、
幅
広

けがを
治す

正常化を
目指す

骨・筋肉・神経など
に生じる病気や
外傷の治療

全身の皮膚や
軟部組織など
外表面の治療

整容的予後
を
重視

機能的予後
を
重視

整形外科 形成外科

ふれあい横浜ホスピタル
形成・美容外科

開田 恵理子 医師

ふれあい
    横浜ホスピタル

中区万代町2‒3‒3
☎０４5（681）5101

ＪＲ関内駅南口、または
地下鉄伊勢佐木長者町駅
２番出口から徒歩３分
形成外科ホームページ

QRコードを
読込むと、
簡単に表示
　　できます！

い
分
野
が
あ
り
ま
す
。

外
表
面
の
整
容
的
予
後
を
重
視

　
　
　
　
　
　
　
▼
▼
形
成
外
科

　

こ
れ
に
対
し
、形
成
外
科
で
は
、

整
容
的
予
後
を
重
視
し
ま
す
。
し

た
が
っ
て
、
外
表
面
、
つ
ま
り
全

身
の
皮
膚
や
軟
部
組
織
の
疾
患
を

扱
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

整
形
外
科
で
の
治
療
で
は
、
機

能
的
予
後
を
重
視
す
る
の
で
、
体

幹
、
四
肢
の
骨
に
関
す
る
疾
患
を

多
く
扱
う
点
で
、
形
成
外
科
と
大

き
く
異
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
顔

面
骨
の
治
療
に
関
し
て
は
、
よ
り

整
容
的
予
後
が
重
視
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
形
成
外
科
が
扱
う
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
。

　

形
成
外
科
は
、
体
に
生
じ
た
組

織
の
異
常
や
変
形
、
欠
損
、
あ
る

い
は
整
容
的
な
不
満
足
に
対
し

て
、
正
常
化
を
目
指
し
な
が
ら
、

機
能
だ
け
で
な
く
、
形
態
に
も
配

慮
す
る
の
で
、
生
活
の
質
の
向
上

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
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セミナーの申込みは下記へ

シニアホテル東戸塚
イーストウイング

☎045-827-2707
横浜市戸塚区上品濃16ｰ８

会場 JR東戸塚駅西口から無料バス５分

東急
ストア
東急
ストア 西口西口

東口東口
東戸塚駅

セブン
イレブン

松屋松屋

年金
事務所
年金
事務所

駐輪場駐輪場

ファミリーマート

積水ハウス積水ハウス

東戸塚西口
プラザ
東戸塚西口
プラザ★シャトルバス

乗り場

■ 老人ホームの種類と入居資金計画
■ 入居のタイミング、施設の賢い選び方　など

こんな不安や疑問にお答えします！

会場 シニアホテル東戸塚
イーストウイング 講師 高齢者施設

専門担当者

参加無料
各日１組限定
完全予約制 申込順

聞いて納得！老人ホームの選び方
主催  湘南ふれあいの園

14:00から（約１時間）各日12 ⁄
5  ～19日日

無 料
セミナー 　

秋
に
続
き
、12
月
も
中
高
年
向
け
の
無
料
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
場
は
、

ホ
テ
ル
の
よ
う
な
内
装
と
、
同
一
建
物
内
に
病
院
を
有
し
、
シ
ル
バ
ー
世
代
に
安
心

生
活
を
提
供
し
て
い
る
老
人
ホ
ー
ム「
シ
ニ
ア
ホ
テ
ル
東
戸
塚
イ
ー
ス
ト
ウ
イ
ン
グ
」

で
す
。
１
日
１
組
の
完
全
個
別
開
催
な
の
で
、
お
申
し
込
み
は
お
早
め
に
！

「
聞
い
て
納
得
！
老
人
ホ
ー
ム
の
選
び
方
」

人
気
の
セ
ミ
ナ
ー 

来
月
も
個
別
開
催
決
定
！

12
月
５
日
〜
19
日
、参
加
は
１
組
ず
つ

準
に
な
る
最
初
の
見
学
施
設

を
、
こ
の
セ
ミ
ナ
ー
で
紹
介
し

て
も
ら
っ
た
の
で
、
以
後
、
比

較
が
で
き
て
い
る
」
な
ど
の
声

が
多
く
、
好
評
の
内
容
と
な
っ

て
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
ホ
テ
ル
東
戸
塚
と
は

　
会
場
の
「
シ
ニ
ア
ホ
テ
ル
東

戸
塚
」
に
は
、
東
館
と
南
館
が

あ
り
、
今
回
の
会
場
と
な
る
の

は
、
東
館
の
「
イ
ー
ス
ト
ウ
イ

ン
グ
」
で
す
。
横
浜
市
と
い
う

近
代
都
市
に
あ
り
な
が
ら
、
戸

塚
区
上
品
濃
の
閑
静
な
土
地

に
立
つ
老
人
ホ
ー
ム
で
す
。

自
分
の
ペ
ー
ス
で
聞
け
る

　
老
人
ホ
ー
ム
選
び
の
基
礎
知

識
や
失
敗
し
な
い
た
め
の
予
備

知
識
な
ど
が
集
約
す
る
こ
の
セ

ミ
ナ
ー
は
、
年
間
20
回
以
上
開

催
し
、
こ
れ
ま
で
に
１
０
０
０

名
以
上
が
参
加
し
て
い
る
好
評

の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
各
家
庭
単

位
で
の
参
加
が
し
や
す
い
よ
う

に
、
１
日
１
組
限
定
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

　
個
別
の
質
疑
応
答
の
時
間
も

あ
り
、「
わ
が
家
の
特
別
な
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
、
個
別
だ
か
ら
遠

慮
な
く
聞
け
て
よ
か
っ
た
」「
基

　
東
戸
塚
地
区
で
大
好
評
だ
っ

た
無
料
セ
ミ
ナ
ー
「
聞
い
て
納

得
！
老
人
ホ
ー
ム
の
選
び
方
」

が
、
12
月
に
も
開
催
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
感
染
症
対

策
の
た
め
、
参
加
者
は
１
日
１

組
（
３
名
ま
で
）
に
限
定
し
て

い
ま
す
が
、開
催
期
間
は
長
く
、

12
月
５
日
㈰
か
ら
19
日
㈰
ま
で

で
す
。
会
場
は
、「
シ
ニ
ア
ホ

テ
ル
東
戸
塚
イ
ー
ス
ト
ウ
イ
ン

グ
」（
JR
東
戸
塚
駅
西
口
か
ら

無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
５
分
）。

参
加
無
料
・
完
全
予
約
制
。
申

し
込
み
順
で
希
望
日
が
埋
ま
る

の
で
、
ご
予
約
は
お
早
め
に
！

　
階
下
は
、
地
域
病
院
「
ふ
れ

あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」（
医

療
法
人
社
団 

健
齢
会
）
が
あ
り
、
同

じ
建
物
の
上
層
階（
６
～
９
階
）

が
、
イ
ー
ス
ト
ウ
イ
ン
グ
の
フ

ロ
ア
に
な
っ
て
い
ま
す
。
高
齢

者
に
欠
か
せ
な
い
病
院
へ
の
定

期
通
院
は
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で

階
下
に
降
り
る
だ
け
と
い
う
利

便
性
に
加
え
、
緊
急
時
の
サ

ポ
ー
ト
も
万
全
。
受
診
医
療
費

の
支
払
い
は
、
ホ
ー
ム
入
居
の

月
額
利
用
料
と
合
算
が
で
き
る

の
で
、
通
院
時
間
の
短
縮
だ
け

で
な
く
、
支
払
い
の
手
間
な
ど

も
軽
減
で
き
ま
す
。

リ
フ
ォ
ー
ム
部
屋
残
り
わ
ず
か

　
最
近
、
同
ホ
ー
ム
で
は
、
リ

フ
ォ
ー
ム
済
み
の
居
室
が
人
気

で
、
一
人
部
屋
と
、
二
人
（
夫

婦
な
ど
）
で
も
利
用
可
能
な
居

室
が
あ
り
、
個
別
見
学
な
ど
の

問
い
合
わ
せ
が
増
え
て
い
る
と

の
こ
と
。「
家
族
の
入
居
を
考

え
て
い
る
」「
夫
婦
で
利
用
す

る
た
め
に
部
屋
の
間
取
り
が
気

に
な
る
」「
将
来
の
入
居
の
た

め
に
、
参
考
に
し
た
い
」
と
い

う
人
は
、
早
め
に
お
電
話
を
。

満
室
に
な
っ
た
ら
、
実
際
の
部

屋
が
見
学
で
き
な
く
な
る
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
資
料
は
送
付
無
料
な
の
で
、

上
記
電
話
番
号
ま
た
は
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
気
軽
に

資
料
請
求
し
て
み
て
は
。

シニアホテル東戸塚イーストウイング

屋上庭園

20名〈1/5水まで・申込順〉
60,000円（税・テキスト代込）

 介護職員初任者研修

募集定員

受講料

 介護福祉士

０４６７ｰ８４ｰ5９６６
０４６７ｰ８４ｰ0576

国家試験対策講座
　　　 １２月開講予定！！［全２日間］

FAX 

ＴＥＬ 

メール fureai-kensyu@fureai-g.or.jp

申込み・問合せ

１月12日（水）～５月11日（水）
2022年 2022年

茅ヶ崎リハビリテーション専門学校 別館３階「演習室」　　〈週１回ペース〉

就職時キャッシュバック制度、受講料ペア割 など

期 間

特典

会場

茅ヶ崎市南湖1-6-11茅ヶ崎リハビリテーション専門学校内 
学校法人湘南ふれあい学園「ふれあい医療福祉研修センター」宛

〒253‐
0061

年明け1月生
大募集!

（JR茅ケ崎駅から徒歩１8分）   ＊スクーリングは期間中に計１７日間

　

○
…
病
棟
専
従
医
と
し
て
、

先
月
、
着
任
し
ま
し
た
。「
感

染
症
対
策
で
面
会
を
制
限
し

て
い
る
状
況
下
に
お
い
て
、
入

院
中
の
心
の
サ
ポ
ー
ト
は
、
と

て
も
重
要
だ
と
感
じ
て
い
ま

す
。
伝
え
る
言
葉
一
つ
に
も
、

寂
し
さ
や
不
安
を
彷
彿
さ
せ

る
フ
レ
ー
ズ
を
避
け
、
対
象
小

児
と
ご
家
族
の
相
互
に
と
っ

て
安
心
の
入
院
と
な
る
よ
う

に
、
心
掛
け
て
い
ま
す
」。
こ

れ
ま
で
、
埼
玉
県
立
小
児
医
療

セ
ン
タ
ー
や
東
京
慈
恵
会
医

科
大
学
附
属
柏
病
院
で
、
新
生

児
医
療
な
ど
を
担
当
し
て
き

ま
し
た
。

　

○
…
「
幼
少
期
は
、
体
が
弱

く
、
入
院
が
多
か
っ
た
経
験
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
幼
い
頃

に
治
療
を
頑
張
っ
た
か
ら
、
青

春
時
代
を
健
康
に
過
ご
せ
た

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
ん
な
に

楽
し
い
未
来
が
待
っ
て
い
る

こ
と
を
、
身
を
も
っ
て
伝
え
た

い
。
そ
し
て
、病
気
の
た
め
に
、

数
々
の
人
生
の
イ
ベ
ン
ト
を

制
限
さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が

な
い
よ
う
に
、
医
療
者
と
し
て

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
で

す
」。
そ
の
明
る
い
表
情
か
ら

は
、
想
像
が
つ
か
な
い
闘
病

生
活
を
明
か
し
て
く
れ
ま
し

た
。「
患
者
サ
イ
ド
の
気
持
ち

を
、
絶
対
に
忘
れ
て
は
い
け

な
い
」。
医
師
と
な
っ
た
今
の

立
場
を
、
し
っ
か
り
と
見
極

め
ま
す
。

　

○
…
１
型
糖
尿
病
を
抱
え

る
就
学
前
の
小
児
を
担
当
し

た
際
、
精
力
的
な
行
動
が
実
を

結
び
ま
し
た
。「
地
元
の
小
学

校
に
は
糖
尿
病
患
児
の
通
学

例
が
な
く
、
入
学
の
受
け
入
れ

に
難
航
し
て
い
る
様
子
を
、
親

御
さ
ま
か
ら
お
聞
き
し
ま
し

た
。
ご
家
族
と
一
緒
に
学
校
へ

行
っ
た
り
、
養
護
教
諭
と
話
を

し
た
り
、
で
き
る
サ
ポ
ー
ト
を

全
力
で
し
た
結
果
、
そ
の
小
学

校
に
通
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
と
て
も
嬉

し
く
、
や
り
が
い
を
感
じ
た
一

つ
で
す
。
お
子
さ
ま
と
親
御
さ

ま
の
笑
顔
を
見
る
と
、
小
児
科

医
に
な
っ
て
本
当
に
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
」。
言
行
一
致

を
重
ね
て
い
ま
す
。

こ
の「
人
」に
聞
く

 

「
待
っ
て
い
る
楽
し
い
未
来
の
た
め
に
」

　
　
　
　 

入
院
児
を
徹
底
サ
ポ
ー
ト

西川 円佳 医師
 （にしかわ まどか）　　　　

康心会汐見台病院
【小児科】

地
元
で
支
え
る
小
児
科
の
役
割

患
児
家
族
に「
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
」を
提
供

康
心
会
汐
見
台
病
院

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
で
は
、
ム
コ
多
糖
症
な
ど
の
難
病
を
抱
え
る
小
児
や
、
重

度
の
障
害
を
も
つ
小
児
の
家
族
を
対
象
と
し
た
『
レ
ス
パ
イ
ト
入
院
』（
家
族
の

休
養
や
一
時
的
な
家
庭
事
情
に
よ
る
短
期
入
院
）
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

難
病
の
一
つ
「
ム
コ
多
糖
症
」

　
「
ム
コ
多
糖
症
」
は
、
先
天
性

の
代
謝
異
常
で
起
こ
る
指
定
難
病

の
一
つ
で
す
。
ム
コ
多
糖
（
グ
リ

コ
サ
ミ
ノ
グ
リ
カ
ン
）
を
分
解
す

ど
が
現
れ
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
、
現
在
の
医
学
で

は
、
根
本
的
な
治
療
法
は
確
立
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
、 

早
期

に
発
見
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
点

滴
に
よ
る
酵
素
補
充
療
法
な
ど
を

実
施
し
、
病
気
の
進
行
の
緩
和
を

は
か
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

担
当
医
15
人
体
制
の
小
児
科

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
で
は
、
常

勤
６
人
を
含
む
15
人
（
21
年
10
月
現
在
）

の
小
児
科
担
当
医
が
所
属
し
て
い

ま
す
。同
院
の
救
急
患
者
の
中
で
、

る
酵
素
が
、
生
ま
れ
つ
き
足
り
な

い
た
め
に
、
細
胞
に
ム
コ
多
糖
が

蓄
積
し
、
全
身
に
さ
ま
ざ
ま
な
症

状
が
現
れ
ま
す
。国
内
患
者
数
は
、

約
３
０
０
人
と
推
定
さ
れ
、
と
て

も
珍
し
い
病
気
で
す（
数
字
は「
全

国
特
別
支
援
学
校
病
弱
教
育
校
長

会
」
２
０
１
０
年
度
発
行
誌
よ

り
）。

ち
ょ
っ
と
し
た
気
付
き
が
大
事

　

症
状
が
現
れ
る
年
齢
は
、
一
様

で
は
な
く
、
例
え
ば
、
乳
児
期
に

は
、
中
耳
炎
を
繰
り
返
し
た
り
、

難
聴
、
広
範
囲
の
蒙も
う
こ
は
ん

古
斑
、
大
き

な
い
び
き
が
出
ま
す
。
ま
た
、
お

腹
の
腫
れ
（
肝か
ん
ぴ
し
ゅ

脾
腫
）、
出で
べ
そ臍
、

脱
腸
（
臍さ
い
ヘ
ル
ニ
ア
・
鼠そ
け
い径
ヘ
ル

ニ
ア
）
な
ど
の
ほ
か
、
成
長
す
る

に
つ
れ
て
、
角
膜
の
に
ご
り
、
低

身
長
、
骨
の
変
形
、
固
い
関
節
な

小
児
科
に
関
わ
る
件
数
は
１
／
４

を
占
め
（
19
年
度
実
績
）、
地
域
の
小

児
医
療
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
ま

す
。
同
院
の
小
児
科
担
当
医
は
、

次
の
よ
う
に
話
し
て
い
ま
す
。

　
「
当
院
は
、
小
児
の
一
次
救
急

や
高
度
急
性
期
治
療
後
の
受
け
入

れ
な
ど
、
地
域
医
療
の
特
性
を
積

極
的
に
活
か
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
し
て
当
院
で
は
、
横
浜
市
立

大
学
附
属
市
民
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
や
、
神
奈
川
県
立
こ
ど
も
医

療
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
と
す
る
医

療
機
関
と
連
携
し
、
ム
コ
多
糖
症

■多毛
■低身長
■難聴
■言葉の遅れ

■広範囲の蒙古斑
■関節の拘縮

もうこはん

■頭が大きい
■中耳炎
■大きないびき

でべそ
■脱腸（ヘルニア）
■出臍
■お腹のふくらみ

■発達の遅れ

■指がゴツゴツしている

■まゆげが太く濃い

ムコ多糖症の主な症状

な
ど
の
指
定
難
病
や
、
重
度
の
障

害
を
も
つ
お
子
さ
ま
を
抱
え
る
ご

家
族
の
た
め
の
『
レ
ス
パ
イ
ト
入

院
』
も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

お
子
さ
ま
と
ご
家
族
の
よ
り
良

い
生
活
を
、
地
元
で
サ
ポ
ー
ト
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
お
子
さ
ま

の
症
状
で
心
配
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
当
院
の
小
児
科
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
し
っ
か
り
と
診
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」。

取
材
協
力
／
康
心
会
汐
見
台
病
院

☎
０
４
５・７
６
１・３
５
８
１

磯
子
区
汐
見
台
１
の
６
の
５

＋

科長 小林尚明 医師

西川円佳 医師

白坂和美 医師

関真澄 医師

生駒直寛 医師

ほか 京急線

磯子

屏風浦

環
状
２
号

汐見台交番前

16
ＪＲ

Pあ　り
康心会
汐見台病院

MAP

康心会汐見台病院
 主な小児科担当医の紹介
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〒244-0806
神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-48

入試事務室

保健医療学部

看護学科 リハビリテーション学科
〔理学療法学専攻・作業療法学専攻〕

医療薬学科

薬学部

☎045-821-0115 
湘南新宿ライン

横須賀線

横浜
8分

大船
9分

藤沢
17分

大和
37分

町田
51分

新宿
42分

ＪＲ
東戸塚

湘南医療大学湘南医療大学

東戸塚キャンパス

薬学部新校舎

横浜山手キャンパス横浜山手キャンパス

年明け、一般選抜の出願開始！
就職にも強い医療大に進学へ－。

１/11（火）～２/1（火）

出  願 出  願 出  願52 （土）

Ⅰ期 試験日

１/31（月）～２/ 7（月）
122 （土）

Ⅱ期 試験日

2/21（月）～2/28（月）
53 （土）

Ⅲ期 試験日

薬学部 一般入試日程薬学部 一般入試日程

湘南医療大学 薬学部では、17グループ
病院の協力のもと、臨床密着型教育を、
豊富な臨床経験をもつ教員や臨床志向
の基礎研究者によって、新たな薬学教育
を、新たな薬学棟で行なっています。
薬学には、研究所や大学で「薬を創る
夢」、病院・薬局で「薬を正しく使う
誇り」、また社会で「健康を支える喜び」
があります。
あなたも湘南医療大学 薬学部で
薬剤師としての夢を実現しましょう。

湘南医療大学 薬学部では、17グループ
病院の協力のもと、臨床密着型教育を、
豊富な臨床経験をもつ教員や臨床志向
の基礎研究者によって、新たな薬学教育
を、新たな薬学棟で行なっています。
薬学には、研究所や大学で「薬を創る
夢」、病院・薬局で「薬を正しく使う
誇り」、また社会で「健康を支える喜び」
があります。
あなたも湘南医療大学 薬学部で
薬剤師としての夢を実現しましょう。

湘南医療大学 薬学部
鈴木 勉 学部長

「コロナの時代に、私たちができることって何だ
ろう」。そんなふうに皆さんは思っているのでは
ないでしょうか。家族や友人が病に悩んでいた
ら、少しでも楽にしてあげることができないか、
誰もが考えています。そんな貴方、私たちと一緒
に薬学を学びませんか？医療に携わる技能を習
得することは、私たちを取り巻く社会の人たち
の健康を支えることに繋がります。「くすり」を
つくり（創薬）、病を治し（薬物治療）、より高
い効果を上げる工夫をする（薬剤学）、そして一
人ひとりに最適な治療を考える（臨床薬学）、そ
れが薬剤師です。一方で、人体には薬物や毒物
を排除する防御システムがあります。人体の不
思議についても、一緒に研究していきましょう。

湘南医療大学 薬学部
【薬物動態学研究室】

佐野 和美 准教授

今、まさに！薬剤師の力を社会へ
私は大学院修了後、製薬企業に研究者として就
職しました。企業では、医薬品が精巧かつ厳密
な管理下で供給されていることを体感しました。
その後、大学教員となり、天然物 ( 植物などの
薬効成分 ) の教育と研究に従事しています。天
然物の魅力は、特異な化学構造と顕著な薬効に
あります。アニメなどで薬草を扱うシーンがあ
ると、親近感を覚えますね。薬学を進めていく
と、多くの医薬品の本体である“化合物”に関
する科学、生命科学や医療などに関する広範な
知識を学んでいて、たった一つの医薬品でも多
面的な議論が可能であることに気付きます。つ
まり薬学部では“薬の真のスペシャリスト”を
養成しているのです。是非、共に学びましょう！

湘南医療大学 薬学部
【天然物化学研究室】

片川 和明 准教授

真のスペシャリストを養成
私が薬学の道を目指した理由は、薬の専門家と
なることで多くの人の役に立てると思ったから
です。現代社会で薬は身近で欠かせないもので
す。薬に関わることで、幅広い分野に貢献でき
ると考えました。大学院を修了後、患者さまの
入院から退院まで、じっくり向き合いたいという
思いから、病院薬剤師になりました。病院薬剤
師の仕事の魅力の一つはチーム医療です。患者
さまを中心としてさまざまな医療従事者たちと
共に一つのゴールを目指すことは、非常にやり
がいがあります。教育現場に戻ってからの今後
の夢は、人の役に立ちたいと考えている学生の
皆さまを立派な薬剤師に育てることです。湘南
医療大学で一緒に学びましょう！

湘南医療大学 薬学部
【生化学研究室】

須藤 遥 助教

専門家として医療分野で貢献を

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

リ
ハ
ビ
リ
だ
け
で
は
な
い
！
施
設
へ
通
う
楽
し
み

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

医
療
色
の
強
い「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」

　
︱
︱
︱
療
法
士
に
よ
る
リ
ハ
ビ

リ
は
、
午
後
だ
け
で
す
か
？

　
「
い
い
え
、
違
い
ま
す
。
当
院

に
は
、
50
名
を
超
え
る
リ
ハ
ビ
リ

ス
タ
ッ
フ
が
所
属
し
て
お
り
、
午

前
・
午
後
を
通
し
て
、
専
任
の
Ｐ

Ｔ
（
理
学
療
法
士
）、
Ｏ
Ｔ
（
作

業
療
法
士
）
が
、
個
別
の
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
お
り

ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
病
状
を
抱
え

て
い
る
利
用
者
さ
ま
同
士
が
、
お

互
い
に
声
を
掛
け
て
励
ま
し
合
い

な
が
ら
、
リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
様
子
は
、
と
て
も
和
や

か
で
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
で
す
。

　

病
院
内
に
あ
る
リ
ハ
ビ
リ
施
設

な
の
で
、
緊
急
時
の
対
応
や
医
療

面
で
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
が
充
実
し

て
お
り
ま
す
。
身
体
の
不
自
由
を

抱
え
て
い
て
も
、
楽
し
く
生
活
で

き
る
よ
う
に
、
利
用
者
さ
ま
と
ご

家
族
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
サ

ポ
ー
ト
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
」。

◆
お
問
い
合
わ
せ

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル

　
　
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
４
５・５
８
６・１
７
１
７
㈹

鶴
見
区
東
寺
尾
４
の
４
の
22

第
二
京
浜
「
池
谷
戸
」
信
号
近
く

絵
や
折
り
紙
な
ど
、
楽
し
い
活
動

時
間
を
設
け
て
い
ま
す
。
お
昼
ご

飯
を
食
べ
た
ら
、
簡
単
な
体
操
を

し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
午
後
の
時
間

帯
は
、
歌
謡
曲
を
歌
っ
た
り
、
専

門
療
法
士
に
よ
る
個
別
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
ま
す
。
帰
り

も
、
専
用
バ
ス
で
利
用
者
さ
ま
を

お
送
り
い
た
し
ま
す
」

　
︱
︱
︱
「
朝
の
会
」
は
、
何
を

す
る
の
で
す
か
？

　
「
今
日
の
天
気
を
お
知
ら
せ
し

た
り
、
１
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を

お
伝
え
し
ま
す
。
さ
ら
に
、『
今

日
は
○
○
の
日
』
の
よ
う
に
、
イ

ベ
ン
ト
的
な
紹
介
を
し
て
、
日
々

を
楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、

工
夫
し
て
い
ま
す
」

　
︱
︱
︱
な
る
ほ
ど
。
入
浴
は
一

人
で
す
ま
せ
る
の
で
す
か
？

　
「
介
護
ス
タ
ッ
フ
が
付
き
添
い

ま
す
。入
浴
介
助
を
行
な
う
の
で
、

転
倒
の
心
配
が
な
く
、
安
心
し
て

入
ら
れ
る
方
が
多
い
で
す
」

　

︱
︱
︱
通
所

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
１
日

の
流
れ
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　
「
朝
、
送
迎
車

で
利
用
者
さ
ま

を
お
迎
え
に
上

が
り
ま
す
。
施

設
到
着
後
、
朝

の
会
を
行
な
い

ま
す
。
そ
の
後
、

各
利
用
者
さ
ま

に
合
っ
た
リ
ハ

ビ
リ
の
提
供
の

ほ
か
、
入
浴
、

手
先
な
ど
の
訓

練
に
な
る
塗
り

　

ふ
れ
あ
い
鶴
見
ホ
ス
ピ
タ
ル
の
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
」
で
は
、
効
果
的
な
リ
ハ
ビ
リ
だ
け
で

な
く
、
楽
し
い
時
間
を
提
供
す
る
こ
と
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。担
当
ス
タ
ッ
フ
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

て
よ
く
耳
に
す
る
「
理
学
療
法
士

（
Ｐ
Ｔ
）」
は
、
け
が
や
病
気
な
ど

で
体
が
思
う
よ
う
に
動
か
な
い

人
に
対
し
て
、「
立
つ
」「
歩
く
」

「
座
る
」「
寝
る
」
な
ど
の
基
本
的

動
作
能
力
の
回
復
や
維
持
を
目
的

に
、
理
学
療
法
に
基
づ
い
た
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
な
う
専
門

職
で
す
。

　

理
学
療
法
と
は
、
歩
行
訓
練
や

階
段
昇
降
な
ど
を
行
な
い
な
が

ら
、
筋
力
ま
た
は
関
節
の
機
能
回

復
を
目
指
す
方
法
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
、
日
常
の
基
本
動

作
を
発
展
さ
せ
た
応
用
的
動
作
や

社
会
適
応
動
作
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
担
当
す
る
「
作
業
療
法

士
（
Ｏ
Ｔ
）」
な
ど
も
、
国
家
資

格
を
有
す
る
リ
ハ
ビ
リ
専
門
の
ス

タ
ッ
フ
で
す
。

ン
」
と
い
う
医
療
色
が
強
い
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
た
め
、
病
院
な
ど
の

医
療
系
の
施
設
内
や
、
病
院
が
隣

接
し
て
い
る
施
設
が
ほ
と
ん
ど

で
、
ス
タ
ッ
フ
に
は
各
専
門
分
野

の
国
家
資
格
を
有
す
る
職
員
が
多

い
こ
と
も
特
徴
で
す
。

専
門
療
法
士
Ｐ
Ｔ・
Ｏ
Ｔ
と
は

　

リ
ハ
ビ
リ
専
門
ス
タ
ッ
フ
と
し

を
施
設
で
行
な
い
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
リ
ハ
ビ
リ

を
主
眼
に
提
供
さ
れ
る
も
の
で
す

が
、
施
設
に
よ
っ
て
は
、
自
宅
送

迎
、
入
浴
、
食
事
の
ほ
か
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
楽
し
い
時

間
を
提
供
す
る
こ
と
も
、
同
等
に

重
要
視
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
、「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

　

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
中
で
、「
通

所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、

身
体
機
能
の
維
持
・
向
上
を
目
指

す
た
め
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
一
つ
に
「
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
」
が
あ
り
ま
す
。

自
宅
な
ど
の
住
ま
い
か
ら
、
定
期
的
に
施
設
に
通
い
、
自
分
に
必
要
な
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

理学療法
（主にPTが担当）

作業療法
（主にOTが担当）

足首の重点的なリハ
ビリテーションは、利
用者ごとに身体状態
を確認しながら丁寧
に施術する（右）
集団で行なう体操は、
楽しい雰囲気に包ま
れている（下）  取材協力

3



当院のホームページ上で動画をUPします

視聴の際のご不明点は
左記電話番号へお問合せください。

公開日以降に、ホームページ上で
動画を自由に見ることができます。

    ※インターネット環境が必要です。

東戸塚　医学講座 検索

ふれあい東戸塚ホスピタル
☎045-827-2637（代表）
横浜市戸塚区上品濃16ｰ８

お問合せ

　毎日、口にしている食事の内容を気にし
ていますか？健康な生活を送るためには、
食に対する健康意識をもつことが大切で
す。日々の食事の改善点などを、管理栄養
士が丁寧にアドバイスいたしますので、この
講座で食事内容を見直してみませんか。

毎日のお食事、一緒に見直してみませんか？

   We b   Ｗｅｂ
 医学講座

視聴フリー視聴フリーお好きな場所・時間に、何度でも！

12月27日（月）から公 開

講 師
ふれあい東戸塚ホスピタル
      　　　　　 栄養科 　小西 香奈 管理栄養士

アプリ「Zoom」を使ってご視聴ください

◆ミーティングID・・・・
　　　
◆パスコード・・・・・
　　　

950 4459 9577

424931 予約
不要

開始１０分前〔１2/22水１４：５０〕以降に
上のQRコードからご参加を。
※事前に「Zoom」のインストールが必要です。

康心会汐見台病院
☎045-761-3581（代表）
横浜市磯子区汐見台１ｰ６ｰ５

お問合せ

　食物アレルギーと上手に付き合っていく
ためには、対象の食物を安全に摂取できる
適切な量を確認することが大切です。汐見
台病院では、食物アレルギーに対する「食
物負荷試験」を、日帰りで行なっています。
これについて、小児科医が紹介します。

食物アレルギーを持つ子どものための『食物負荷試験』とは？　

オンラインオンライン
 医学講座

視聴無料視聴無料自宅で視聴・PC ⁄ スマホ ⁄タブレット用意

12月22日（水）15：00～16：00〈予定〉日 時

講 師
康心会汐見台病院
            　　　小児科   関 真澄  医師

電話またはメールで応募連絡後、
必要書類を郵送してください。
　    【選考】書類・面接 など
〒253-0084 
茅ヶ崎市円蔵370-20
エフ.アンド.ユアライフ３F新聞宛
☎0467（58）5678
　 fy-kouho@fureai-g.or.jp

㈲エフ.アンド.ユアライフ

健康生活お役立ち新聞
記者・編集
未経験ＯＫ！意欲重視

応募〆切／12月15日水

◇長期勤続によるキャリア形成
   のため、若年層を積極採用

資格／要普免（AT限定可）
年齢／40歳位まで
勤務予定地／茅ヶ崎市
待遇／社会保険完備、賞与、
         医療費補助制度 ほか

募集職種

正社員募集

毎
年
、流
行
は    
月
か
ら

「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」は
非
加
熱
と
処
理
時
に
注
意

冬
は
ノ
ロ
・
Ｒ
Ｓ
な
ど
感
染
ウ
イ
ル
ス
に
注
意

感
染
対
策
の
リ
ー
ダ
ー
医
師
が
診
察

ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル

い
ま
す
。

　

同
院
の
「
感
染
制
御
チ
ー
ム
」

は
、
院
内
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
は
な

く
、
来
院
者
（
患
者
／
そ
の
家
族

／
面
会
者
ほ
か
）
を
含
ん
だ
院
内

の
感
染
対
策
に
お
け
る
中
核
的
存

在
で
す
。
感
染
症
の
予
防
、
薬
剤

耐
性
対
策
な
ど
、
勉
強
会
を
兼
ね

た
委
員
会
活
動
や
、
病
院
全
体
の

感
染
対
策
環
境
を
確
認
す
る
「
ラ

ウ
ン
ド
チ
ェ
ッ
ク
」
を
毎
月
、
行

な
っ
て
い
ま
す
。　
　

取
材
協
力

戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
で
は
、
同
院

の「
感
染
制
御
チ
ー
ム
」（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）

の
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
織
本
健
司
院

長
を
は
じ
め
と
す
る
医
師
が
、「
総

合
診
療
内
科
」
で
下
痢
や
嘔
吐
な

ど
の
症
状
を
診
察
し
て
い
ま
す
。

　

織
本
院
長
は
、「
腹
痛
や
嘔
気

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
感
染
症

が
疑
わ
れ
ま
す
。
そ
の
場
合
、
受

診
が
遅
れ
る
と
、
症
状

が
重
く
な
っ
て
し
ま
い
、

治
る
ま
で
に
時
間
を
費

や
し
、
体
力
を
要
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
寒
く
、

乾
燥
す
る
こ
れ
か
ら
の

時
季
は
、
胃
腸
の
不
快

感
、
腹
痛
な
ど
の
体
調
の

異
変
は
、
お
早
め
に
ご
受

診
く
だ
さ
い
」
と
話
し
て

　
「
感
染
」
と
い
う
言
葉
に
敏
感

な
時
勢
で
す
が
、
毎
年
、
秋
か
ら

冬
に
か
け
て
、「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」

や
「
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
」
な
ど
へ
の

感
染
に
気
を
付
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

下
痢
や
嘔
吐
は
感
染
症
か
も

　

戸
塚
区
に
あ
る
「
ふ
れ
あ
い
東

　
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」
な
ど
が
流
行
す
る
季
節
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
東
戸
塚
ホ
ス
ピ
タ
ル
で
は
、
感
染

対
策
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
織
本
院
長
が
、「
総
合

診
療
内
科
」
で
胃
腸
の
不
快
感
な
ど
を
診
察
し
て
い
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
は
、
手

を
こ
ま
め
に
洗
い
、
食
べ
物
に
は

十
分
に
加
熱
処
理
を
行
な
う
こ
と

が
重
要
で
す
。
ウ
イ
ル
ス
に
感
染

し
た
人
が
い
る
場
合
は
、
適
切
な

処
理
を
し
て
、
感
染
を
広
げ
な
い

よ
う
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
吐
き
気

や
嘔
吐
、
下
痢
な
ど
を
引
き
起
こ

し
、
一
般
的
に
は
２
〜
３
日
で
症

状
が
改
善
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
抵
抗
力
が
衰
え
て

い
る
高
齢
者
が
感
染
す
る
と
、

脱
水
症
状
や
体
力
の
消
耗
に

よ
っ
て
重
篤
化
し
や
す
く
、
死

に
至
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

感
染
者
が
増
え
始
め
る
の

は
、
本
格
的
に
寒
く
な
る
11
月

か
ら
で
す
。
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
経
路
は
、
主
に
次
の
３
つ

が
多
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

冬
に
多
い
「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
」

は
、
乳
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
感

染
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ノ

☎045-827-2637横浜市戸塚区上品濃１6ｰ8

ふれあい東戸塚ホスピタル
総合診療

内科

月 火 水 木 金 土

午
前

午
後

織本
院長

織本
院長

担当医

織本 健司
　　　　　院長 ほか

横浜新道

品濃橋
東戸塚駅

上品濃公園
湘南医療大学

西口

ココ
バス乗り場

JR東戸塚駅
西口から
無料シャトルバスで
約５分

1
感
染
者
の
嘔
吐
物
・
便
か
ら
、 

   

手
指
や
空
気
等
を
通
じ
て
感
染

2
感
染
者
が
触
れ
た
食
品
や
料 

   

理
を
食
し
て
感
染

3
二
枚
貝
等
を
生
食
、
ま
た
は

   

加
熱
不
十
分
で
摂
取
し
感
染

嘔吐物の処理方法

必ず手袋・マスク、
換気をする

1000ppm消毒液を
浸したタオルで
その場を10分間覆い、
さらに水拭きする

                        ビニール袋に
手袋なども密閉して廃棄し、
必ず最後に手洗い＊する

嘔吐物を中央へかき集める
ようにしてペーパータオルなど
で拭取り、ビニール袋に入れる

＊二度洗いが有効

１.
2.

4.3. 11

治
る
の
に
死
亡
数
が
多
い
の
は
な
ぜ
？

〜
よ
く
あ
る
質
問
に
答
え
ま
す
〜

自
分
で
見
え
な
い
血
便
も「
が
ん
」の
糸
口
に

取
材
協
力
／
康
心
会
汐
見
台
病
院

す
。
内
視
鏡
で
切
除
困
難
と
判
断

さ
れ
た
場
合
は
、
腹
腔
鏡
手
術
や

開
腹
手
術
が
選
択
さ
れ
ま
す
。

　

当
院
の
外
科
で
は
、
常
勤
医
４

名
、非
常
勤
医
８
名
〈
21
年
10
月
現
在
〉

で
、
診
察
・
精
査
に
あ
た
っ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
大
腸
内
視
鏡
精

査
は
、
外
来
受
診
で
行
な
う
こ
と

が
可
能
で
す
（
月
〜
木
曜
日
）。

手
術
で
は
、
内
視
鏡
の
一
つ
で
あ

る
『
腹
腔
鏡
』
を
使
っ
た
方
法
を

積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
に
は
、
抗
が
ん
剤
治
療
も

行
な
っ
て
お
り
、
日
帰
り
や
１
泊

入
院
で
実
施
で
き
ま
す
。
よ
り
専

門
性
が
必
要
な
医
療
の
場
合
は
、

大
学
病
院
や
が
ん
セ
ン
タ
ー
と
の

連
携
の
下
、『
紹
介
』も
可
能
で
す
。

　

大
腸
が
ん
を
代
表
と
す
る
『
が

ん
検
診
』か
ら
、術
後
の
フ
ォ
ロ
ー

ま
で
、当
院
で
は
、が
ん
の
ス
テ
ー

ジ
に
よ
っ
て
、
よ
り
良
い
対
応
が

で
き
る
よ
う
に
医
療
体
制
を
充
実

さ
せ
て
お
り
ま
す
」。

き
、
大
腸
内
視
鏡
検
査
の
実
施
に

つ
い
て
、
相
談
を
し
ま
し
ょ
う
」。

【
よ
く
あ
る
質
問
②
】

　
内
視
鏡
検
査
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。
初
め
て
な
の
で
、

内
視
鏡
で
何
を
す
る
の
か
よ
く
わ

か
り
ま
せ
ん
。教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
（
栗
原
医
師
）「
内
視
鏡
検
査
に

よ
っ
て
、
消
化
管
の
異
常
の
有
無

を
調
べ
た
り
、
治
療
方
針
の
決
定

が
な
さ
れ
ま
す
。
ポ
リ
ー
プ
や
初

期
の
が
ん
が
発
見
さ
れ
れ
ば
、
大

き
さ
に
よ
っ
て
は
、
内
視
鏡
検
査

中
に
切
除
す
る
こ
と
も
あ
り
得
ま

ん
。
便
潜
血
陽
性
の
方
か
ら
、
大

腸
が
ん
が
見
つ
か
る
確
率
は
、
お

よ
そ
２
〜
３
％
で
す
。
こ
れ
に
、

『
高
い
確
率
で
は
な
い
』
と
思
う

方
が
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

大
腸
が
ん
は
進
行
す
れ
ば
命
に
関

わ
る
重
大
な
病
気
で
す
。

　

ま
ず
は
、
当
院
の
外
科
へ
便
潜

血
検
査
の
結
果
を
お
持
ち
い
た
だ

【
よ
く
あ
る
質
問
①
】

　
先
日
、職
場
の
健
康
診
断
で「
便

潜
血
」
に
「
＋
」
の
結
果
が
出
ま

し
た
。
自
分
で
便
を
チ
ェ
ッ
ク
し

て
も
、
血
が
見
え
ま
せ
ん
。
病
院

へ
行
く
べ
き
で
し
ょ
う
か
。

　
（
田
邉
医
師
）「
便
潜
血
検
査
を

受
け
て
、陽
性
に
な
っ
た
場
合
は
、

絶
対
に
放
置
し
て
は
い
け
ま
せ

　

康
心
会
汐
見
台
病
院
（
横
浜
市
磯
子
区
汐
見
台
１
の
６
の
５
☎︎
０
４
５
・
７
６

１
・
３
５
８
１
）
で
は
、「
外
科
」
の
外
来
診
察
が
あ
り
ま
す
。
病
院
に
寄
せ
ら
れ

る
質
問
に
、
同
院
の
外
科
・
田
邉
医
師
と
栗
原
医
師
に
お
答
え
い
た
だ
き
ま
し
た
。

は
、
罹
患
率
が
上
昇
す
る
40
代
以

上
に
、
年
に
一
度
、
検
診
を
受
け

る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
腸
の
病
気
の
サ
イ
ン

を
見
逃
さ
な
い
た
め
に
、
日
頃
か

ら
自
分
の
便
の
状
態
を
把
握
し
て

お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。
不
調
が

続
く
場
合
は
、
大
腸
の
内
視
鏡
検

査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

内
視
鏡
な
ら
負
担
が
少
な
い

　

大
腸
が
ん
治
療
の
原
則
は
、「
手

術
で
が
ん
を
取
り
切
っ
て
し
ま
う

こ
と
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
早
期

に
発
見
で
き
た
場
合
は
、
内
視
鏡

に
よ
る
切
除
が
可
能
で
す
。
腹
部

を
大
き
く
開
か
な
い
の
で
、
体
の

負
担
が
少
な
く
す
み
ま
す
。

　

大
腸
が
ん
の
切
除
後
に
、
再
発

予
防
の
た
め
の
薬
物
療
法
が
実
施

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
術
後

補
助
化
学
療
法
）。
目
に
見
え
る

が
ん
を
取
っ
た
と
し
て
も
、
微
小

な
が
ん
細
胞
が
残
っ
て
い
る
可
能

性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

の
遅
れ
に
あ
り
ま
す
。

自
覚
で
き
な
い
か
ら
こ
そ

　

大
腸
が
ん
は
、
初
期
の
段
階
で

は
、
自
分
で
わ
か
る
顕
著
な
症
状

は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
症
状

が
進
行
す
る
に
つ
れ
て
、
血
便
な

ど
が
現
れ
、
排
便
に
異
変
が
出
る

よ
う
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
血
便

が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
痔
と
思
い

込
ん
で
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ
り
、

大
腸
が
ん
の
発
見
に
つ
な
が
ら
な

い
こ
と
も
多
い
よ
う
で
す
。

　

そ
こ
で
有
用
な
の
は
、「
大
腸

が
ん
検
診
」
で
す
。
厚
生
労
働
省

５
年
生
存
率
は
90
％
以
上
と
い
う

結
果
も
あ
り
ま
す
（「
が
ん
情
報

サ
ー
ビ
ス
」
よ
り
）。
生
存
率
が

高
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
大
腸
が
ん

の
死
亡
数
が
多
い
の
は
、
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
。
そ
の
理
由
は
、
発
見

　

日
本
人
の
が
ん
の
罹
患
数
に
お

い
て
、
男
女
と
も
に
上
位
〈
男
性

３
位
、女
性
２
位
／
２
０
１
７
年
〉

と
な
っ
て
い
る
「
大
腸
が
ん
」。

し
か
し
、
早
期
（
ス
テ
ー
ジ
Ⅰ
ま

で
）の
段
階
で
治
療
を
受
け
れ
ば
、

　

大
腸
が
ん
は
、
罹
患
数
が
多
い
が
ん
で
す
が
、
一
方
で
、
ス
テ
ー
ジ
Ⅰ
ま
で
に

治
療
を
受
け
た
場
合
の
５
年
生
存
率
は
高
く
、「
治
る
が
ん
」
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
死
亡
数
が
多
い
こ
と
も
事
実
で
す
。

大腸がんのステージ別進行度

粘膜の中に
とどまっている

筋肉の層に
とどまっている

筋肉の層を越えて
広がっている

リンパ節に転移
（深達度と関係ない）

離れた臓器に転移

がん

大腸

ステージ０

ステージⅠ

ステージⅡ

ステージⅢ

ステージⅣ

康心会汐見台病院
外科 科長

田邉 浩悌 医師

康心会汐見台病院
外科

栗原 正輝 医師

大腸がん

い
分
野
が
あ
り
ま
す
。

外
表
面
の
整
容
的
予
後
を
重
視

　
　
　
　
　
　
　
▼
▼
形
成
外
科
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